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１Ｂ０８ 

イノベーションを促進する⼤規模研究基盤の戦略的マネジメントの検討 

――中性子施設における組織間連携の実践と課題―― 

 
○小野田敬（科学⼤），伊藤泰信（JAIST） 

 

これまでの研究協⼒に関する議論は、研究者個⼈や研究室単位、さらには特定の事業部間といった

小規模な枠組みを中心に展開されてきました(Perkmann et al. 2021)。しかし、こうした連携はスケ

ールが小さく、⼤規模な成果や社会的インパクトへとつながりにくいという課題がありました

(Rossoni, de Vasconcellos, and de Castilho Rossoni 2024)。その⼀⽅で、近年のイノベーション・

エコシステムの進展は、学術機関や組織間での協働に新たな注目を集めています。イノベーションは、

アカデミアや産業界のみならず、自治体や⾦融機関を含む多様なステークホルダーを巻き込むことに

よって、初めて⼤規模な連携を実現し、研究成果の社会実装を飛躍的に加速させることが可能となり

ます(Vasconcelos et al. 2012)。とりわけ、⼤型研究基盤の運営や新たな社会課題への対応において

は、このような機関間・組織間のコラボレーションが不可⽋です(Rådberg and Löfsten 2024)。しか

し、その実務的な推進⽅法に関しては、いまだ⼗分な知⾒が蓄積されておらず、重要性が認識されて

いるにもかかわらず多くの課題が残されています。そこで本発表では、組織間連携が円滑に進みにく

い背景を明らかにするとともに、持続的な推進に向けた⽅策を検討します。特に中性子ビーム施設の

事例を取り上げ、具体的な課題と改善策を提⽰することで、学術機関における実効的なコラボレーシ

ョンのあり⽅を議論します。 

 

対象とするのは、⼤型研究基盤の⼀つである中性子ビーム施設における⼤学・研究機関間のコラボ

レーションです。中性子ビームは物質科学や⽣命科学、エネルギーやインフラ健全化など多様な領域

に活用が広がっており、今後の科学技術・産業基盤を支える中核的解析手法として重要性を増してい

ます。現在、日本において中性子ビーム利用するにあたっては三つのスキームがあります。第⼀に、

茨城県東海村にある⼤強度陽子加速器施設（J-PARC）の核破砕型中性子源施設があります。これは、

高エネルギー加速器研究機構（KEK）と日本原子⼒研究開発機構（JAEA）による共同運営がされてい

ます。第二に、JAEA が運営する研究用原子炉 JRR-3 があります。この利用に関しては JAEA のほか、

東北⼤学、京都⼤学、東京⼤学、量子科学技術研究開発機構（QST）など複数の⼤学・研究機関がそ

れぞれのビームラインを管理・運用しています。第三に、北海道⼤学、理化学研究所、産業技術総合

研究所などが研究開発を進めている小規模加速器型中性子源で、これらは地域産業等との連携を含む

多様な研究活動を支えています。 
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本発表では特に、⼤学・研究機関が共同で参画する形で運用されている JRR-3 を事例に取り上げま

す。著者の⼀⼈は 2023 年より中性子科学会の委員会活動に参加し、各機関の研究者や管理者と関わり

を深めてきました。本研究はその活動の延⻑として位置づけられています。調査⽅法としては、施設

現場でのエスノグラフィー的観察に加え、ディビジョン⻑をはじめとする現場管理者や研究・技術ス

タッフなど 18 名を対象に半構造化インタビューを実施しました。得られたデータは逐語化し、グラウ

ンデッド・セオリー・アプローチにより分析して、機関間協働の課題と改善の⽅向性を抽出していま

す。以上を踏まえ、本発表では調査から浮かび上がった課題を整理し、その背景要因を明らかにする

とともに、ステークホルダー理論の観点から持続的な推進に向けた実践的⽅策を議論します。 
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